障害者総合支援法で給付が継続されました!
６５歳問題　介護保険申請はしない選択

～浅田達雄さん・弁護団・全国の支援者のみなさんに感謝！～

岡崎茂明　岡山市北区在住　６８歳全盲

　

　連れ合いの起恵子（先天盲）は２０１９年１１月１２日が６５歳の誕生日。障害者総合支援給付は１１月１０日までです。９月２４日、「介護保険給付申請はしない、引き続き総合支援給付を受けたい」と、岡山市北区中央福祉事務所へ申請に行きました。

　福祉事務所担当者とのやり取りを中心に、この間の取り組みをまとめてみました。

７月１２日　岡山市中央福祉事務所から障害福祉サービス更新事務連絡が送付される。

９月２１日　更新手続きを求める２０日付事務連絡通知が届く。知らせが届き、事務連絡が送付されていた事に気づく。

９月２４日　起恵子「サービス等利用計画セルフプラン書式」を印刷し、中央福祉事務所に出向き、「引き続き障害者総合支援給付を受けたい・介護保険申請はしない」と、受付のＮさんに来所理由を説明。Ｎさんからは、「介護保険を利用し、不足分や介護保険にないサービスについては障害サービス利用となる」。「法的にはどうなっているのかしら」と起恵子。厚労省通知のコピーＡ４・２枚『社会・援護局障害保健福祉部精神・障害保健課社会保障審議会障害者部会第93回(H31.02.22)の一部と思われる』を受け取り、同行援護の申請をし、「出直して来ます」と退出。

　帰宅後妻から話を聞き、「介護保険申請をしなかった場合、家事援助はどうなるのか？浅田裁判結果を踏まえ、具体的に教えてもらいたい」と、茂明がＮさんに電話。「調べて、起恵子の携帯に連絡することに。

９月２５日　毎水曜日は長島愛生園でのはり治療の日。治療中の９時過ぎ電話、空き時間に折り返し起恵子から返電。

　「そのまま給付時間は更新します。介護保険は利用する必要はありません。毎年介護保険利用のお願いをさせてもらう事になると思う。急ぎませんので、ヘルパーさんに申請書代筆をしていただいた方が良いので、来所願いたい」と回答。

　茂明は、「浅田裁判判決結果を受けた岡山市の対応」を求めたのみでした！予想外の回答にびっくり！！

９月２７日　26日発行の同行援護のみの受給者証が届く。同日、中央福祉事務所のＮさんに、１０月４日午前１１時頃、知人に同行してもらい「家事援助申請」に行く旨電話連絡。

１０月４日　森脇前県議に同行いただき、代筆してもらい「家事援助」を申請。

「覆ることはないでしょうね」と起恵子。「それはないでしょう。岡崎さんが制度についてよくご存じでよかったです。来年介護保険利用のお願いを送らせていただきます。受給者証は、来週になりますが送ります。」とＮさん。申請書をコピーしてもらい、送付された受給者証を返却し、退出。親切に対応していただいた……などと電話報告。

　１０月１１日　　10月10日付の受給者証（障害区分４・同行援護50時間・家事援助50時間）が届く。
　「浅田さんの提訴・裁判闘争・勝利判決と介護保険申請はしない選択が、福祉行政を動かした！！」と、喜びを分かち合い、全国の仲間に朗報を知らせています。赤磐市のＨ事業所に、引き続き訪問してもらいます。　

浅田達雄さん・弁護団の先生方・支援してくださった全国のみなさん、ありがとうございました！！

　大阪社会保障推進協議会のリーフ「障害福祉サービスを使ってきたみなさん　６５歳を超えたあとも介護保険を申請しないという選択肢もあります（２０１９年6月発行A5判4ページ）」では、浅田訴訟と６５歳問題がQ and A形式で分かりやすく解説されています。

ＰＤＦファイル　

http://www.poplar-nagano.sakura.ne.jp/image/info20190711kaigo-hoken.pdf

　多くの障害者に６５歳以後も、介護保険を利用せず障害者総合支援給付が受けられる事を広く知ってもらうため、このリーフを活用していただきたいと思います。

